
荒川区民の暮らしの実態…
２０１４年１２月 ２００９年１月 備考

生活保護受給者 ６４６１人(3.1%)４７６９人(2.39%) ４５％増

小中学校就学援助 ３２．３０％ ３２．９０％ ３人に１人

児童扶養手当（１人親） ２４３５人 ２２０６人１０．３％増

保育園等利用者 ４７０６人 ３４７２人 ３５％増

区内の産業は…
２０１２年 ２００６年 備考

区内事業所数 ９７０８事業所１１９０６事業所 ２１９８減

区内従業員数 ７９４３９人 ８７１７７人 ７７３８減

年度 決算額
子ども家庭支援センター相談体制強化 充実 4,442
DV被害者の支援者養成講座 新規 87
児童相談所への職員派遣 新規
学習支援事業 新規 3,012
家庭支援事業 充実 1,284
保育園における早期発見体制（退職保育士配置）
タブレットＰＣを活用した学校教育モデル実施 新規 50,430
若年者就労支援の拡充 充実 9,610
「あらかわ寺子屋」の全校実施 新規 10,330
タブレットＰＣを活用した学校教育 新規 735,000

（注）２０１４年度は、予算額です（他は決算）

荒川区　子どもの貧困対策具体的取り組みの内訳　　　（単位：千円）

２０１４年度

２０１１年度

２０１２年度

２０１３年度

事業

２
月
区
議
会
は
、
安
倍
内
閣
の

消
費
税
増
税
に
よ
る
「
増
税
不
況
」
、
、

年
金
削
減
は
じ
め
社
会
保
障
引
き

下
げ
か
ら
区
民
の
暮
ら
し
と
営
業

を
ど
う
守
る
か
が
最
大
の
課
題
で

し
た
。
区
民
の
暮
ら
し
は
、
厳
し

い
状
況
に
あ
り
（
左
表
参
照
）
、

暮
ら
し
の
防
波
堤
の
役
割
の
発
揮

を
区
に
求
め
ま
し
た
。

区
は
、
議
会
答
弁
で
、
消
費
税

増
税
や
年
金
削
減
な
ど
社
会
保
障

引
き
下
げ
に
つ
い
て
「
持
続
可
能

な
制
度
の
た
め
必
要
」
と
し
つ
つ

区
民
生
活
へ
の
影
響
に
つ
い
て
答

え
ず
、
経
済
給
付
な
ど
区
民
の
く

ら
し
応
援
の
検
討
を
拒
否
。

ま
た
区
は
、
消
費
税
増
税
に
よ
っ

て
18
億
円
交
付
金
が
増
加
、
差
し

引
き
12
億
円
が
社
会
保
障
財
源
と

し
て
使
え
る
と
答
弁
。
社
会
保
障

財
源
と
い
う
な
ら
、
共
産
党
区
議

団
が
提
案
し
て
い
る
区
民
の
く
ら

し
を
直
接
応
援
す
る
介
護
保
険
料

軽
減
や
学
校
給
食
無
料
化
な
ど
に

振
り
向
け
る
真
摯
な
検
討
こ
そ
求

め
ら
れ
ま
す
。

☆裏面 震災対策、産業振興などの質問

日
本
の
子
ど
も
の
相
対
的
貧
困
率
は
、

16
．
３
％
、
６
人
に
一
人
に
ま
で
拡
大

（
左
グ
ラ
フ
）
。
昨
年
「
子
ど
も
の
貧

困
対
策
法
」
が
成
立
、
政
府
計
画
で
は
、

貧
困
削
減
の
数
値
目
標
、
給
付
型
奨
学

金
や
児
童
扶
養
手
当
の
改
善
も
な
く
失

望
と
批
判
の
声
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

横
山
幸
次
区
議
は
、
区
と
し
て
政
府

に
対
し
、
子
ど
も
の
貧
困
削
減
の
数
値

目
標
を
持
ち
、
給
付
型
奨
学
金
や
児
童

扶
養
手
当
の
改
善
な
ど
行
う
よ
う
強
く

求
め
る
べ
き
と
た
だ
し
ま
し
た
。

荒
川
区
内
の
18
歳
未
満
は
、
約
３
０
，

０
０
０
人
、
６
人
に
一
人
の
比
率
を
だ

と
約
５
，
０
０
０
人
が
相
対
的
貧
困
の

下
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

就
学
援
助
は
、
生
活
保
護
の
１
．
２
倍

と
い
う
低
い
基
準
で
も
小
中
あ
わ
せ
て

３
，
４
４
６
人
、
約
３
人
に
１
人
で
す
。

ま
た
経
済
的
理
由
で
高

等
教
育
を
断
念
せ
ざ
る

を
得
な
い
子
ど
も
た
ち

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
区
の

対
策
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
を
最
優
先

し
て
多
額
の
財
源
を
振
り
向
け
る
な
ど

大
き
な
問
題
が
あ
り
ま
す
（
左
表
）
。

ま
ず
区
の
責
務
と
し
て
区
内
の
子
ど

も
の
貧
困
の
実
態
把
握
と
対
策
が
必
要

で
す
。
当
面
、
幼
児
期
の
内
に
早
く
問

題
を
発
見
し
対
応
す
る
た
め
現
在
２
名

の
相
談
専
門
員
の
大
幅
増
員
、
教
材
教

具
・
学
校
給
食
な
ど
公
費
負
担
拡
大
な

ど
義
務
教
育
負
担
軽
減
、
15
歳
か
ら
18

歳
ま
で
の
状
況
を
つ
か
み
支
援
す
る
仕

組
み
な
ど
を
つ
く
る
べ
き
で
す
。

さ
ら
に
子
ど
も
た
ち
が
ゆ
っ
く
り
く

つ
ろ
げ
、
友
達
と
語
ら
い
、
落
ち
着
い

て
勉
強
が
出
来
る
な
ど
の
場
、
中
高
生

も
含
め
た
「
居
場
所
」
を
全
地
域
に
設

置
す
る
こ
と
も
急
が
れ
る
課
題
で
す
。

私
は
、
震
災
対
策
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
、
小
規
模
企

業
支
援
の
大
き
く
三
点
で
任
期
最
後
の
本
会
議
質
問
を
行

い
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
み
な
さ
ん
の
声
や
生
活
の
実
態
、

地
域
の
実
情
等
か
ら
思
い
を
込
め
た
質
問
で
し
た
。

震
災
で
犠
牲
者
を
出
さ
な
い
た
め
建
物
耐
震
化
や
公
的

住
宅
の
建
設
な
ど
町
屋
に
と
っ
て
最
大
の
課
題
で
す
。
ま

た
医
療
・
介
護
・
福
祉
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
充
実
を
震
災
対

策
の
柱
に
位
置
づ
け
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。
子
ど
も
の

貧
困
問
題
に
は
、
ず
っ
と
心
を
痛
め
て
き
ま
し
た
。
こ
の

問
題
を
区
議
会
で
最
初
に
取
り
上
げ
、
区
政
の
大
き
な
課

題
に
据
え
さ
せ
た
こ
と
は
、
議
員
と
し
て
の
喜
び
で
も
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
、
日
本
経
済
の
主
役
中
小
企
業
、
特
に

小
規
模
企
業
の
持
続
的
発
展
と

地
域
産
業
振
興
め
ざ
す
取
り
組

み
は
、
初
当
選
以
来
一
貫
し
て

取
り
組
ん
で
き
た
テ
ー
マ
で
す
。

引
き
続
き
区
民
が
主
人
公
、
暮

ら
し
最
優
先
の
区
政
実
現
に
力

を
尽
く
し
ま
す
。
（
横
山
幸
次
）

２０１５年 ３月号外 発行 日本共産党荒川区議会区議団
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建物全戸数 ２，８８２棟
耐火・準耐火建物 ７７０棟
木造建物 ２，１１２棟
木造の内旧耐震 １，５９１棟
公道に接道してない住宅 約２００棟

旭電化通り拡幅影響 ８８棟

生活主要道路対象
　　　　　　　　区画地数

４１２棟

※木造共同住宅数」は不明

（内店舗は５５棟）

町屋２,３,４丁目地域の建物状況

阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
２
０

年
、
東
日
本
大
震
災
・
福
島
原

発
事
故
か
ら
４
年
目
の
年
。
横

山
幸
次
区
議
は
、
こ
う
し
た
大

災
害
の
教
訓
を
生
か
し
た
防
災

対
策
に
つ
い
て
質
問
。

第
一
は
「
倒
れ
な
い
」
「
燃

え
な
い
」
ま
ち
づ
く
り
は
、
待
っ

た
な
し
で
す
。

そ
の
た
め
①
建
て
詰
ま
り
や

乱
開
発
を
規
制
す
る
②
公
的
住

宅
の
建
設
や
共
同
建
て
替
え
で

調
和
の
と
れ
た
ま
ち
づ
く
り
③

全
区
平
均
の
建
物
耐
震
化
率
90

％
達
成
で
な
く
、
危
険
度
の
高

い
地
域
な
ど
独
自
調
査
を
行
い

対
策
を
具
体
化
す
べ
き
で
す
。

住
宅
耐
震
工
事
90
％
補
助
制
度

は
、
全
域
に
拡
大
す
べ
き
で
す
。

第
二
は
、
家
具
転
倒
防
止
の

徹
底
と
情
報
伝
達
の
抜
本
強
化

な
ど
、
い
ま
す
ぐ
出
来
る
こ
と

は
全
て
や
り
き
る
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
当
面
、
補
助
金
拡
大

や
防
災
行
政
無
線
の
各
家
庭
向

け
戸
別
受
信
機
設
置
な
ど
真
剣

に
検
討
す
べ
き
で
す
。

第
三
に
、
医
療
、
介
護
、
福

祉
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を

防
災
対
策
の
柱
に
据
え
る
べ
き

で
す
。
必
要
な
方
が
医
療
や
介

護
、
福
祉
に
し
っ
か
り
結
び
つ

い
て
い
る
こ
と
が
犠
牲
者
を
出

さ
な
い
大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。

横
山
幸
次
区
議
は
、
質
問
の

中
で
こ
の
小
規
模
企
業
振
興
基

本
法
を
生
か
し
た
、
区
内
産
業

振
興
・
中
小
事
業
者
支
援
を
求

め
ま
し
た
。

（
１
）
区
内
全
事
業
所
の
調
査

と
産
業
政
策
策
定

共
産
党
区
議
団
は
、
繰
り
返

し
区
内
事
業
所
の
全
数
調
査
を

求
め
、
区
も
製
造
業
と
商
業
に

つ
い
て
訪
問
調
査
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
今
後
、
全
産
業
分
野

に
拡
大
す
べ
き
で
す
。
ま
た
小

規
模
企
業
振
興
基
本
法
の
理
念

に
基
づ
く
区
と
し
て

の
産
業
政
策
策
定
を

求
め
ま
し
た
。

（
２
）
仕
事
お
こ
し

共
産
党
区
議
団
も

提
案
し
て
実
現
し
た

店
舗
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

な
ど
に
も
使
え
る
個

別
事
業
所
へ
の
設
備

投
資
補
助
制
度
は
、

有
効
な
支
援
策
で
喜
ば
れ
て
い

ま
す
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度

（
工
事
金
額
の
20
％
前
後
を
助

成
）
は
、
全
国
３
分
の
１
、
約

６
０
０
を
超
え
る
自
治
体
で
実

施
、
高
い
地
域
内
経
済
波
及
効

果
が
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
地

域
の
建
設
関
連
事
業
者
育
成
、

雇
用
拡
大
な
ど
の

可
能
性
も
広
が
り

ま
す
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
制
度
や
小
規
模
工
事
等

契
約
希
望
者
登
録
制
度
な
ど
の

創
設
が
必
要
で
す
。

（
３
）
公
契
約
条
例
の
検
討

公
共
工
事
の
設
計
労
務
単
価

が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、

現
場
労
働
者
ま
で
届
い
て
い
ま

せ
ん
。
重
層
的
下
請
け
構
造
に

よ
る
「
中
抜
き
」
常
態
化
の
是

正
、
ダ
ン
ピ
ン
グ
受
注
の
排
除

な
ど
が
必
要
で
す
。
区
と
し
て

現
場
労
働
者
の
適
正
賃
金
額
を

決
め
て
元
請
け
業
者
に
支
払
い

を
義
務
づ
け
る
た
め
、
公
契
約

条
例
制
定
の
検
討
に
入
る
こ
と

を
強
く
求
め
ま
し
た
。

区
は
、
消
極
的
な
答
弁
に
終

始
し
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
実

現
に
向
け
て
力
を
尽
く
し
ま
す
。

防災・福祉のまちづくりへ…

横山幸次区議の提案
①建て詰まりや乱開発など規制し、防災

と調和のとれたまちづくりを進める

②家具転倒防止補助の拡大と通電火災防

止へ感震ブレーカー設置補助

④情報弱者つくらない災害時の情報伝達

の強化（防災行政無線の戸別受信機など）

⑤木造密集地域の住み替え用として区の

公的住宅拡充と都営住宅の活用

⑥住宅耐震化と地域のバリアフリー

⑦住民参加で地域ハザードマップ作成

⑧医療、介護、福祉のネットーワーク充

実を防災対策の柱に…など


